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サー ピス， 電算化. MARC.文献デ
ータベース，学術情報システムなど，
研究情報提供システム草新を軸として
打開されようとしているわけである。
そこで小著『風土と技術と文化」そ
の他で図書館論に言及したこともある
評者は，氏の「挿話」にならい次のこ
とを付記して短評を結ぶことにしたい。
一一あの発明王エジソンが列車の新聞
少年であった1850年代後半のころ，か
れの活躍の拠点地の一つ，デトロイト
市にはもう働く民衆たちのための公開
図書館があり，エジソ γらは温かく迎
え入れられた。また， 日本の公共図書
館総数はし、ま約 1.500であるが，これ
は1919年に亡くなったカーネギーが一
代でつくり上げた合衆国内外の図書館
総数約2.800に，はるかに及ばない。
情報技術革新の進展する現代である
が，本書を機に， 評者はあらためて
「図書館は人類の魂の宝庫」と唱えた
図書館人・科学者，ライブユッツの精
神をかみしめたいものと思う。
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